
 

 

在メキシコ日本国大使館 

２ ０ １ ５ 年 ２ 月  

 

 

２０１４年邦人被害概況 

 

１ 邦人被害の特徴 

（１）全体的特徴 

  ア 被害総件数は，前年から１６件減少し，９５件であった。近年，増加傾向にあった被害が減少

したのは５年ぶりである。 

  イ 地域別では，メキシコ市での被害が前年比－８件と２年連続で減少した。地方における被害は，

７８件と前年比－８件であるが，グアナファト州（前年比＋２件）及びケレタロ州（前年比＋４

件）での被害が増加した。 

  ウ 被害の種類別では，窃盗（車上狙い，空き巣，置引き，すり，ひったくり）被害が７９件と最

多で，被害全体の８３％を占めた。特に車上ねらい被害は４５件と被害全体の４７％を占め，前

年比９件増加した。 

  エ 強盗事件は１０件と前年比８件減少した。強盗事件は被害全体の１１％を占めている。 

 

（２）地域別特徴・傾向 

ア メキシコ市 

   ａ メキシコ市の被害は１７件と前年比８件減少した。なお，２０１４年にメキシコ市検察庁に

届けられたメキシコ市全体の犯罪被害通報件数は，２０９，６９０件で１７６，８１６件で前

年比１０，０１３件増加（＋５．０％）した。殺人７４９件（前年比±０件），誘拐６２件（前

年比＋２件，＋３．３％），ATM や銀行利用後の強窃盗３９４件（前年比－３０５件，－４３．

６％），タクシーの乗客に対する強盗２４７件（前年比－１１１件，－３１．０％）とメキシコ

市で特徴的であった ATM や銀行利用後の強窃盗事件，タクシー乗客に対する強盗事件は，昨年

に引き続き大幅に減少した。メキシコ市における邦人に対する強盗等の凶悪事件は３件とメキ

シコ全国の凶悪事件１０件のうち３３％（前年４０％）を占めた。 

ｂ メキシコ市においては，路上強盗３件，窃盗（空き巣）２件，窃盗（すり）６件，窃盗（置
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引き）３件，窃盗（客室ねらい）１件，詐欺１件，恐喝１件の被害が発生した。 

   ｃ 被害の発生場所は，クアウテモック区が１１件，ミゲル・イダルゴ区，グスタボ・Ａ・マデ

ロ区，クアヒマルパ区及びベヌスティアノ・カランサ区で各１件，その他市内不詳２件であり，

クアウテモック区での被害が目立った。 

   ｄ 昨年に引き続き，バスターミナルにおいて，自称米国人による詐欺（未遂）被害が１件発生

した。 

  イ グアナファト州 

   ａ 他地域での被害が減少傾向にある中，グアナファト州の被害は４４件（前年比＋２件）と増 

    加し，全体の４７％を占める結果となった。 

   ｂ グアナファト州においては，窃盗（車上ねらい）３４件，窃盗（置引き）２件，窃盗（ひっ

たくり）２件，窃盗（すり）１件，窃盗（空き巣）１件及び強盗４件の被害が発生した。 

   ｃ 被害の発生場所は，イラプアト市１５件，レオン市１０件，セラヤ市７件，シラオ市６件，

サラマンカ市３件，グアナファト市１件及びその他２件である。 

 

  ウ その他の地域 

   ａ その他地域では，ケレタロ州８件，キンタナ・ロー州で６件，アグアスカリエンテス州５件，

メキシコ州３件，ハリスコ州及びミチョアカン州２件並びにモレロス州，チアパス州，バハカ

リフォルニア州，オアハカ州，コアウイラ州，ベラクルス州及びサンルイスポトシ州で各１件

ずつ発生した。 

   ｂ ケレタロ州においては，窃盗（車上ねらい）５件，窃盗（その他）２件及び窃盗（すり）１

件が発生した。 

ｃ キンタナ・ロー州においては，窃盗（置引き）３件，窃盗（ひったくり）２件及び窃盗（空 

 き巣）１件が発生した。 

ｄ アグアスカリエンテス州においては，窃盗（車上狙い）２件，窃盗（すり）１件，窃盗（空 

 き巣）１件及び恐喝１件が発生した。 

ｅ メキシコ州においては，窃盗（置き引き），窃盗（その他）１件及び恐喝１件が発生した。 

ｆ ハリスコ州においては，強盗１件及び窃盗（車上ねらい）１件が発生した。 

ｇ ミチョアカン州においては，器物損壊２件が発生した。 

ｈ その他，モレロス州及びチアパス州で強盗各１件，バハカリフォルニア州及びオアハカ州で

窃盗（客室ねらい）各１件，コアウイラ州，ベラクルス州及びサンルイスポトシ州で窃盗（車

上ねらい）各１件が発生した。 

 

２ 邦人被害件数 

（１）被害届出件数 

   ９５件（前年比－１６） 

       本集計は，当館に届け出があった件数であり，被害の届け出が行われていない潜在的被害も多数 

      存在するものと思われ，実際の被害件数はこれより多いものと考えられる。 

（２）既遂・未遂別届け出件数 



 

 

    既遂  ９０件（－１５） 

    未遂   ５件（－ １） 

（３）犯罪手口 

    強盗   １０件 （－８） ※凶器使用８件（うち，けん銃使用６件） 

    恐喝    ３件 （－２） 

    詐欺    １件 （－２） 

    傷害    ０件 （－１） 

    強制わいせつ０件 （－１） 

    器物損壊  ２件 （＋２） 

    窃盗   ７９件 （－４） 

 ※うち，車上ねらい   ４５件（＋９） 

           置引き      ９件（－５） 

空き巣等侵入窃盗 ６件（－７） 

           すり       ９件（±０） 

           ひったくり    ４件（－１） 

           窃盗その他    ３件（－１） 

客室ねらい    ３件（＋２） 

仮眠者ねらい   ０件（－１） 

            

 強盗被害は，凶器（特にけん銃）を使用する場合が多く，対応を一つ間違えば大怪我を負う可能が 

あった。グアナファト州を中心に車上ねらいが目立って発生した。また，ミチョアカン州では自警団及 

び抗議団体による器物損壊が発生した。 

 

（４）発生場所別 

    路上・駐車場等屋外 ６２件（＋ ４） 

    自宅等        ８件（－１０） 
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飲食店・商店     ８件（－ ４） 

ホテル        ７件（＋ １） 

空港・バスターミナル ３件（－ ２） 

    地下鉄        ４件（± ０） 

    長距離・近郊バス   １件（－ ３） 

メトロブス      ０件（－ ２） 

    その他        ２件（± ０） 

 

（５）被害者別 

    長期滞在・永住者 ６６名 （－１３） 

    短期渡航者（観光）１７名 （－ ４） 

    短期渡航者（出張）１３名 （－ ６） 

 

 

被害の詳細については，「邦人被害一覧」をご参照ください。 
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